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ゆりが丘地区の小学生がじゃがバターを販売、売上金を

「令和６年能登半島地震」の災害義援金に寄附 
 

 

昨年度「令和５年度ゆりが丘公民館まつり」に出店したバウンドテニスの団体「ス

カイラケッツ」に小学生が参加し、じゃがバターを販売しました。 

 

その際の売上金 14,100円の使い道について、活動を行った子供たちが自分達で話し

合った結果、当初は地域のために使いたいと考えていましたが、１月１日の「令和６

年能登半島地震」の発災を受け、今回は被災地で使って欲しいとの想いから、日本赤

十字社を通して義援金として全額寄附したいとの申し出をいただきました。 

この活動の中心となったメンバーは、当時ゆりが丘小学校の６年生であり、現在は

みどり台中学校の１年生となっております。 

 

つきましては、当時活動した子ども達から教育委員会への売上金の寄贈式として、 

5月 27日（月）、13時 10分から 30分の間で、寄贈式を執り行います。 

 

なお、この善意の行動を広く市民に知らせるため、この度、プレスリリースを発表

することにいたしました。寄贈式までの時間が限られておりますが、ご都合が許され

る場合には、取材等をお待ちしております。詳細は別紙資料を参照願います。 
 

 

 
【問い合わせ】 

名取市教育部生涯学習課  菊地 栄一 

  TEL：022-724-7173（ダイヤルイン） FAX：022-384-9690 

※不在の場合は折り返しご連絡いたします。 


